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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインテグリンαX鎖タンパク質をコードします。インテグリンは、α鎖とβ鎖からなるヘテロ二量体の膜貫通タンパク質です。このタンパク質はβ2鎖（ITGB2）と結合して、不活性化C3b（iC3b）受容体4（CR4）と呼ばれる白血球特異的インテグリンを形成します。αXβ2複合体は、刺激を受けた内皮細胞への好中球および単球の接着、ならびに補体被覆粒子の貪食において、αMβ2インテグリンの特性と重複していると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD11C マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

